




































































中でも代表作の 『放浪記』 という作品から､ 本人

































































処女作 『氷点』 をはじめ､ 作品の多くは故郷で
ある旭川や北海道を舞台に設定していることが大





















三浦綾子は､ 1992 (大正11) 年に北海道旭川市

















1933年 (11歳) になると､ 初めての小説 『ほと
とぎす鳴く頃』 を執筆した｡ 1935年 (13歳) には､
旭川市立高等女学校に推薦入学をする｡ 同年の６





















西中一郎と出会う｡ 1945 (23歳) 年８月､ 日本は
戦争に敗れ無条件降伏となり､ 翌年､ 国家の欺瞞
や教育の過ちに憤りを感じ､ 教師を退職する｡ こ










1948年 (26歳)､ 再度結核診療所に入り､ ここ






















































三浦綾子の小説は､ 北海道 (とりわけ旭川) を
舞台とした作品が多い (表２)｡ その中でも､ 三
浦綾子自身や三浦綾子の夫である三浦光世氏の心
に残る作品は､ 処女作である 『氷点』､ 『塩狩峠』､




































前作の 『氷点』 のテーマが､ 『原罪』 とすると､






































































































































また､ 実際に､ 教師期の綾子は､ 戦争による国家
からの定められた教育に欺瞞や憤りを何度も感じ
































































(渡辺茂 詩集 『泥炭地層』 の中の 『オホーツク漁村』､
舞台:羅臼､ 知床)
やがて車が海岸へ出ると､ 名緒子は目を奪われた｡ 遙



























































国なり｡ おほらかに静かにして｡ 人の香よりは､ 木の香
こそ勝りたれ｡ 大なる田舎町なり､ しめやかなる恋の多
くありさうなる郷なり､ 詩人の住むべき都会なり｡























空の下に 大地はその全貌を見せた 今 花よりあざや
かに 大地を彩る家々と耕地 そして 若く巨大で明る
い国土を想像する貌々 道はすべて 今こそ この碁石
にはじまり ここに集まる 今こそ大望を抱け 母なる





















陰のイメージ｣ と､ それに反する ｢明・開のイメー
ジ｣ に分類されることがわかる｡ これらは､ 一見
相反するようなイメージであるが､ それらの相互
性なしには存在し得ない｡ なぜなら､ 厳しい自然


















１. 『氷点』 『続氷点』 ―神楽見本林の風景―


















































た｡ ドイツトーヒの林である｡ 昼来ても､ 何か不気味な
感じのする林であった｡ 陽の沈む前の林の中はかなりう
す暗かった｡ 木の間越しに金色の空が遠く見えた｡ 山鳩
がひくく鳴いた｡ (『氷点 上』 文庫版90ページ)
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写真1 見本林入口付近
上記に記した作品中の ｢見本林｣ は､ 幼い少女
が殺される場所であったり､ また少女が自殺する
場所であったりと､ 人の ｢死｣ の場所として使用
されている｡ また､ その際の ｢見本林｣ の様子に
は､ 必ず ｢不気味｣ という言葉を用いて表現して
いることからも､ 三浦綾子は ｢見本林｣ という場
所を薄気味悪く無気味な不思議な空間と捉えてい
たことが窺える｡













る｡ 筆者が ｢見本林｣ を訪れた2007年の10月10日
は､ 午後から晴れ間があった｡ 午前10時半頃は薄
暗く陽が射しこむことのなかったこの林にも､ 木々
の間から､ 陽が長く射しこみ､ 午前中の ｢見本林｣
とは､ 全く姿の変化した空間のように感じる心持
ちにさせられた｡ それは､ ｢不気味｣ といった感
覚は一切振り払われた､ 人間を包みこませてくれ
る温かい場所としても感じさせられるほどである｡











三浦綾子は､ この ｢見本林｣ を ｢薄気味悪い無




















































































































































































































ある｡ 自分自身の心に問い､ 訴えかけていく｡ 自
分が今､ こうして生きていること自体がどのよう




























































とんど知らない｡ 地震もない｡ 梅雨もない｡ 大洪水もな





















































しかし､ やがて ｢欠点｣ があってこそ ｢良い点｣
に気付かせられることになる｡ つまり､ ｢良い点｣




然の美しさという故郷の ｢良い点｣ は､ 厳しい寒
さやさびしさという ｢欠点｣ の存在が故に成り立
つということである｡ そして､ あるものに対して

































































































たいという思い｡ 彼の心中には常に ｢死｣ という
存在があった｡ 本来なら､ 人間の全ての終わりを









き持つ､ 他にもない ｢故郷愛｣ であることに他な
らない｡ また､ ｢死｣ というものに相反する存在














































































































































































を思う｡ 高さ､ 清さ､ それは罪深い私にとって必要欠く
べからざる存在なのである｡
(『大雪山と私』､ 北海道新聞 (1984年７月10日付) から)
三浦綾子は､ ここで大雪山を表すキーワードと




















(『氷点 下』 文庫版､ 173ページ)
このように 『氷点』 という作品の中だけでみて
も､ 上記の他に５箇所以上大雪山を背景に記した
部分がある｡ 『氷点』 という作品は､ ｢原罪｣ とい
― 42 ―
う人間の根源を問うテーマとされていることから
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